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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 12,542 △28.3 △514 ― △857 ― △520 ―
21年3月期第3四半期 17,499 ― △1,241 ― △1,526 ― △1,159 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △33.73 ―
21年3月期第3四半期 △75.13 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 50,519 24,490 48.5 1,586.95
21年3月期 59,720 25,465 42.6 1,650.10

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  24,490百万円 21年3月期  25,465百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 17.50 ― 17.50 35.00
22年3月期 ― 12.50 ―
22年3月期 

（予想）
12.50 25.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,500 △12.6 1,100 ― 650 ― 400 ― 25.92
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ「【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が発表日現在において入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基
づいており、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、３ページ「【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 15,465,600株 21年3月期  15,465,600株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  33,301株 21年3月期  32,950株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 15,432,495株 21年3月期第3四半期 15,433,134株
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 当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日～平成21年12月31日）におけるわが国経済は、輸出や生産などが持

ち直し、内外における各種対策の効果などから、景気や個人消費も持ち直しの動きが続いているとされながらも、雇

用情勢は依然として厳しく、デフレ懸念が表面化するなど依然として厳しい状況のなかで推移しました。 

 当社グループの属する不動産業界におきましては、国際的な金融危機に端を発した急激な景気減速から企業業績悪

化による設備投資の減少、雇用環境の悪化、所得の低迷に起因する個人消費の落ち込み等により、当社グループを取

り巻く経営環境は厳しい事業環境のなかで推移してまいりました。 

 このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間におきましては、地価・建築費の高騰により事業の収益性が悪

化する一方で、昨年からの急激な景気悪化及び将来不安に伴う購入者の購入意欲の冷え込みにより買い控え傾向が依

然として続いたことから、販売期間が長期化するなど、期初予想以上に市況が悪化したことにより、誠に遺憾なが

ら、連結売上高は125億42百万円（前年同期比28.3％減）、連結営業損失は５億14百万円（前年同期は連結営業損失

12億41百万円）、連結経常損失は８億57百万円（前年同期は連結経常損失15億26百万円）、連結四半期純損失は５億

20百万円（前年同期は連結四半期純損失11億59百万円）となりました。 

 なお、当社グループの主力事業であります不動産販売事業においては、引渡基準を採用しており、マンションの売

買契約成立時ではなく、マンションの顧客への引渡をもって売上が計上されます。例年、マンションの引渡時期が特

定の四半期に偏重する傾向があり、各四半期の売上高及び利益水準は著しく相違する傾向にあります。 

 事業の種類別セグメント業績は次のとおりであります。 

 不動産販売事業におきましては、売上高は109億58百万円（前年同期比32.9％減）、営業損失は７億84百万円（前

年同期は営業損失14億68百万円）となりました。 

 その他の事業におきましては、売上高は15億83百万円（前年同期比36.6％増）、営業利益は２億64百万円（前年同

期比17.7％増）となりました。 

  

 当第３四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べて92億円減少して505億19百万円となりました。ま

た、純資産は９億75百万円減少して244億90百万円となりました。この結果、自己資本比率は48.5％となりました。 

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

  

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕 

 営業活動の結果、減少した資金は123億22百万円（前年同期は115億７百万円の減少）となりました。これは主に不

動産分譲事業損失引当金の減少23億90百万円、仕入債務の減少85億61百万円、法人税等の支払２億87百万円等による

ものです。 

  

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕 

 投資活動の結果、減少した資金は６億14百万円（前年同期は７億87百万円の増加）となりました。これは主に定期

預金の払戻と預入に伴う純支出３億円、有価証券の償還による収入２億円、有形固定資産の取得による支出７億63百

万円、有形固定資産の売却による収入１億98百万円等によるものです。 

  

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕  

 財務活動の結果、増加した資金は27億75百万円（前年同期は25億76百万円の増加）となりました。これは主にマン

ションプロジェクト資金として155億５百万円を借入れ、マンションが竣工したことに伴い借入金122億61百万円を返

済したこと等によるものです。 

  

 平成22年３月期（連結・個別）の業績予想につきましては、平成21年10月30日に公表しました業績予想に変更はあ

りません。 

 なお、本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が発表日現在において入手している情報及

び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる

可能性があります。 

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。  

  

四半期連結会計期間末におけるたな卸資産の一部について簿価切下げに関して収益性の低下が明らかなものにつ

いてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法を適用しております。 

  

 （完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更） 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関

する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用しております。 

 ただし、工事進行基準の適用対象となる工事がないため、会計基準変更による影響はありません。 

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,547,394 19,608,739

売掛金 60,345 417,562

有価証券 － 200,000

販売用不動産 16,427,404 8,528,888

仕掛販売用不動産 17,007,393 24,675,291

繰延税金資産 1,491,271 1,087,762

その他 386,127 504,969

流動資産合計 44,919,938 55,023,214

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,688,109 954,096

土地 2,885,024 1,701,152

リース資産（純額） 90,745 82,199

建設仮勘定 － 1,360,379

その他（純額） 44,009 40,770

有形固定資産合計 4,707,888 4,138,597

無形固定資産 38,318 33,619

投資その他の資産   

投資有価証券 94,047 80,459

長期貸付金 6,125 8,750

長期預金 200,000 －

破産更生債権等 467,721 493,372

繰延税金資産 144,175 141,485

その他 390,295 232,861

貸倒引当金 △448,800 △432,000

投資その他の資産合計 853,564 524,929

固定資産合計 5,599,772 4,697,146

資産合計 50,519,710 59,720,361
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 500,789 9,062,728

短期借入金 7,105,000 3,230,000

1年内返済予定の長期借入金 8,165,505 13,179,196

リース債務 10,728 9,291

未払法人税等 55,837 250,719

前受金 245,905 389,844

賞与引当金 57,893 142,010

不動産分譲事業損失引当金 － 2,390,000

その他 365,689 613,177

流動負債合計 16,507,349 29,266,967

固定負債   

長期借入金 8,761,169 4,378,704

リース債務 81,557 73,958

退職給付引当金 92,818 85,821

役員退職慰労引当金 234,887 231,487

その他 351,698 218,020

固定負債合計 9,522,131 4,987,992

負債合計 26,029,481 34,254,960

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,983,000 1,983,000

資本剰余金 2,871,600 2,871,707

利益剰余金 19,694,391 20,677,913

自己株式 △61,533 △61,389

株主資本合計 24,487,458 25,471,231

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,771 △5,831

評価・換算差額等合計 2,771 △5,831

純資産合計 24,490,229 25,465,400

負債純資産合計 50,519,710 59,720,361
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 17,499,980 12,542,534

売上原価 15,315,140 10,119,764

売上総利益 2,184,839 2,422,770

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 561,500 467,215

給料及び賞与 1,490,110 1,155,065

賞与引当金繰入額 76,018 57,620

退職給付費用 58,109 44,160

役員退職慰労引当金繰入額 3,200 3,400

租税公課 214,399 255,264

減価償却費 20,493 47,286

その他 1,002,784 907,158

販売費及び一般管理費合計 3,426,615 2,937,171

営業損失（△） △1,241,775 △514,401

営業外収益   

受取利息 16,923 8,135

解約違約金収入 5,179 1,511

保証金敷引収入 6,736 19,397

賞与引当金戻入益 40,080 9,877

その他 14,689 31,303

営業外収益合計 83,609 70,224

営業外費用   

支払利息 318,501 395,236

その他 49,776 18,069

営業外費用合計 368,277 413,305

経常損失（△） △1,526,444 △857,482

特別利益   

固定資産売却益 － 130,872

特別利益合計 － 130,872

特別損失   

固定資産売却損 90,778 56,743

貸倒引当金繰入額 － 16,800

本社移転費用 － 29,892

特別損失合計 90,778 103,436

税金等調整前四半期純損失（△） △1,617,222 △830,046

法人税、住民税及び事業税 110,767 99,934

法人税等調整額 △568,486 △409,435

法人税等合計 △457,719 △309,501

四半期純損失（△） △1,159,503 △520,545
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △1,617,222 △830,046

減価償却費 66,888 81,776

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,065 6,996

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,200 3,400

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1,075 －

不動産分譲事業損失引当金の増減額（△は減少） 259,000 △2,390,000

投資有価証券評価損益（△は益） 17,136 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 16,800

受取利息及び受取配当金 △18,288 △9,144

支払利息 318,501 395,236

有形固定資産除売却損益（△は益） 90,381 △73,745

移転費用 － 7,530

売上債権の増減額（△は増加） 529,549 382,867

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,889,283 △230,619

仕入債務の増減額（△は減少） △6,096,263 △8,561,939

前受金の増減額（△は減少） 300,428 △143,938

その他 △767,898 △240,613

小計 △9,802,881 △11,585,438

利息及び配当金の受取額 16,968 10,337

利息の支払額 △283,843 △459,859

法人税等の支払額 △1,437,822 △287,810

営業活動によるキャッシュ・フロー △11,507,580 △12,322,771

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △867,000 △1,117,500

定期預金の払戻による収入 867,000 817,000

有価証券の償還による収入 － 200,000

有形固定資産の取得による支出 △4,646 △763,395

有形固定資産の売却による収入 795,557 198,006

無形固定資産の取得による支出 △3,630 △10,480

投資有価証券の取得による支出 △1,803 △2,073

長期貸付金の回収による収入 2,624 2,624

その他 △382 61,560

投資活動によるキャッシュ・フロー 787,719 △614,257

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △160,000 3,875,000

リース債務の返済による支出 △1,374 △8,239

長期借入れによる収入 9,635,000 6,610,000

長期借入金の返済による支出 △6,400,000 △7,241,224

自己株式の取得による支出 △395 △251

配当金の支払額 △496,792 △460,101

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,576,436 2,775,183

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,143,423 △10,161,844

現金及び現金同等物の期首残高 15,607,887 18,616,939

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,464,463 8,455,094
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 該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

   （注）事業区分は事業内容を勘案して、下記のとおり分類しております。 

不動産販売事業 ……… 中高層住宅の販売 

その他の事業  ……… 不動産賃貸・仲介・管理、損害保険代理業、電力の管理、建設・リフォーム等 

  

  前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

  

  前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

海外売上高がないため該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
不動産販売事業

（千円） 
その他の事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  16,340,603  1,159,376  17,499,980  －  17,499,980

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  34,491  34,491  △34,491  －

計  16,340,603  1,193,868  17,534,471  △34,491  17,499,980

        営業利益（又は損失）  △1,468,554  224,978  △1,243,575  1,800  △1,241,775

  
不動産販売事業

（千円） 
その他の事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  10,958,871  1,583,662  12,542,534  －  12,542,534

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  34,257  34,257  △34,257  －

計  10,958,871  1,617,920  12,576,791  △34,257  12,542,534

        営業利益（又は損失）  △784,997  264,795  △520,201  5,800  △514,401

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

６．その他の情報
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